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【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

Ｒ
＆
Ｄ
フ

ォ
ー
ラ
ム
。「
１
万
人
を

超
す
参
加
者
で
盛
況
だ

っ
た
」「
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
セ
キ

一
、
安
保
政
策
で
も
、
経

済
政
策
で
も
、異
常
な〝
ト

ラ
ン
プ
追
随
〞
が
際
立

つ
も
の
と
な
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
入
国
禁
止

令
に
も
黙
認
の
態
度
を
と

り
、
際
立
っ
た
追
随
姿
勢

を
世
界
に
示
し
た
。

一
、「
日
米
同
盟
の
強
化
」

拡
大
が
合
意
さ
れ
、
外

務
・
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ

る
「
２
＋
２
」
の
開
催
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

米
軍
と
自
衛
隊
の
地
球
的

規
模
で
の
軍
事
協
力
を
さ

ら
に
推
進
す
る
と
い
う
誓

約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
、
辺
野
古
へ
の
米
軍
新

基
地
建
設
の
推
進
が
確
認

さ
れ
た
。
沖
縄
県
民
の
民

意
を
踏
み
に
じ
り
、
新
基

地
を
押
し
付
け
る
こ
と
は

絶
対
に
容
認
で
き
な
い
。

一
、
首
相
は
、「
ア
メ
リ

カ
に
新
し
い
雇
用
を
生
み

出
す
」
と
の
べ
た
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
経
済
政
策

に
全
面
的
に
協
力
し
、
貢

献
す
る
こ
と
を
一
方
的
に

表
明
す
る
と
い
う
の
は
、

異
常
な
「
貢
ぎ
物
外
交
」

と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
「
経
済
政
策
」「
イ
ン
フ

ラ
投
資
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
の
協
力
」「
貿
易
・

投
資
の
ル
ー
ル
」
で
の

協
議
を
合
意
し
た
。
こ
の

新
た
な
枠
組
み
が
、
日
本

に
対
す
る
新
た
な
経
済
的

内
政
干
渉
の
枠
組
み
と
な

る
こ
と
が
強
く
危
惧
さ
れ

る
。

一
、ト
ラ
ン
プ
政
権
の「
米

国
第
一
」
に
「
日
米
同
盟

第
一
」
の
立
場
で
の
ぞ
む

な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

矛
盾
が
深
刻
と
な
り
、
立

ち
行
か
な
く
な
る
。「
日

米
同
盟
」
を
最
優
先
す
る

硬
直
し
た
思
考
の
抜
本
的

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

従
属
の
根
源
に
あ
る
日

異
常
な
〝
ト
ラ
ン
プ
追
随
〞
が

際
立
つ
日
米
首
脳
会
談

米
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、

そ
れ
に
代
え
て
日
米
友
好

条
約
を
締
結
す
る
こ
と
に

こ
そ
、
対
等
・
平
等
・
友

好
に
た
っ
た
21
世
紀
の
日

米
関
係
の
未
来
が
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
い
。

（
全
文
は
日
本
共
産
党
HP

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
最
先
端

の
技
術
が
展
示
さ
れ
て
い

た
」「
２
０
２
０
と
そ
の

先
の
社
会
と
題
し
て
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
を
活

用
し
た
様
々
な
展
示
も
あ

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

前
号
の
残
業
協
定
が

話
題
に
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
が

月
１
５
０
時
間
と
は
驚

い
た
」「
過
労
死
ラ
イ
ン

の
月
80
時
間
を
超
え
て
い

る
」「
こ
ん
な
協
定
は
や

め
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

一
、
北
朝
鮮
は
本
日
12
日

午
前
、
同
国
北
西
部
か
ら

日
本
海
に
向
け
て
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
。

北
朝
鮮
の
行
動
は
、
核
兵

器
の
開
発
と
不
可
分
に
結

び
つ
い
た
軍
事
行
動
で
あ

っ
て
、
国
際
の
平
和
と
安

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
強
く
抗
議
す
る

　

日
本
共
産
党
委
員
長　

志
位
和
夫
（
12
日
）

全
に
深
刻
な
脅
威
を
及
ぼ

す
行
為
で
あ
り
、
国
連
安

保
理
決
議
、
６
カ
国
協
議

の
共
同
声
明
、
日
朝
平
壌

宣
言
に
違
反
す
る
暴
挙
で

あ
る
。

　

日
本
共
産
党
は
、
北
朝

鮮
の
行
為
を
厳
し
く
非
難

し
、
抗
議
す
る
。
こ
の
よ

う
な
軍
事
挑
発
の
道
は
、

北
朝
鮮
自
身
に
と
っ
て
も

未
来
の
な
い
道
で
あ
る
こ

と
を
、厳
重
に
警
告
す
る
。

一
、
北
朝
鮮
に
核
・
ミ
サ

イ
ル
開
発
の
放
棄
を
迫
る

う
え
で
も
、
３
月
か
ら
国

連
で
始
ま
る
核
兵
器
禁
止

条
約
に
関
す
る
国
際
会
議

の
成
功
が
い
よ
い
よ
重
要

と
な
っ
て
お
り
、
わ
が
党

は
そ
の
た
め
に
力
を
つ
く

す
。

　

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
は
日
米
首
脳
会
談
に

つ
い
て
11
日
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
ま
し

た
（
要
旨
）。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

東
芝
の
２
０
１
６
年
４

〜
12
月
期
決
算
、
債
務
超

過
。「
米
原
発
事
業
を
巡

っ
て
７
１
２
５
億
円
も
損

失
計
上
し
た
」「
原
子
力

事
業
を
統
括
す
る
志
賀
会

長
が
辞
任
し
た
」「
原
発

推
進
の
政
府
に
も
責
任
が

あ
る
」「
東
芝
府
中
事
業

所
に
勤
め
る
友
人
が
転
職

す
る
か
で
悩
ん
で
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
日

報
問
題
。「
廃
棄
し
た
と

説
明
し
て
い
た
日
報
を
防

衛
省
が
保
管
を
認
め
た
」

「
日
報
に
は
昨
年
、
ジ
ュ

バ
で
の
戦
闘
が
記
載
さ
れ

て
い
た
」「〝
戦
闘
〞
を
〝
武

力
衝
突
〞
と
ご
ま
か
し
、

情
報
隠
ぺ
い
し
た
政
府
の

責
任
は
重
大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
を
強
行
（
12

日
）。「
高
出
力
固
体
燃
料

エ
ン
ジ
ン
を
用
い
た
新
型

ミ
サ
イ
ル
の
よ
う
だ
」「
国

連
安
保
理
が
『
ミ
サ
イ
ル

開
発
は
核
弾
頭
の
運
搬
技

術
に
つ
な
が
る
』
と
厳
し

女
子
Ｗ
杯
通
算
53
勝
（
16

日
）。「
す
ご
い
。
歴
代
最

多
タ
イ
だ
」「
平
昌
五
輪

と
同
じ
ジ
ャ
ン
プ
台
で

優
勝
で
き
た
の
は
良
か
っ

た
」「
夏
場
の
体
幹
強
化

や
姿
勢
の
矯
正
な
ど
の
努

力
が
結
果
に
出
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

11
日
、
東
京
で
ス
ギ
花

粉
の
飛
散
始
ま
る
。「
例

年
に
比
べ
５
日
早
い
」「
鼻

風
邪
を
ひ
い
た
と
思
い
、

病
院
に
行
っ
た
ら
花
粉
症

と
診
断
さ
れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

17
日
、関
東
で
春
一
番
。

「
都
心
で
20
℃
を
超
え
た
」

　

第
16
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
受
賞
者
世
界
サ
ミ
ッ
ト

（
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ボ

ゴ
タ
開
催
）
で
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
16
人

と
５
組
織
は
５
日
、
国
連

で
３
月
か
ら
始
ま
る
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
を
歓

迎
し
、
条
約
の
早
期
締
結

と
核
兵
器
廃
絶
へ
す
べ
て

の
国
が
行
動
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
る
声
明
を
出
し
ま

し
た
。

　

声
明
は
、「
今
こ
そ
行

　

ア
ッ
プ
ル
社
の
税
金
逃

れ
を
、「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

が
同
社
の
年
次
報
告
書
デ

ー
タ
か
ら
調
べ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
以

外
で
の
12
年
間
の
税
金
負

担
は
１
〜
６
％
と
い
う
異

常
な
低
さ
で
し
た
（
図
）。

　

同
社
は
南
北
ア
メ
リ
カ

大
陸
を
除
く
諸
外
国
で
得

た
利
益
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
移
し
、
複
雑
な
税
逃
れ

工
作
で
ほ
ぼ
無
税

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
口
に
よ
り

同
社
が
日
本
で
逃

れ
た
税
金
は
15
年

度
で
２
０
０
０
億

円
前
後
に
達
す

る
と
試
算
さ
れ
ま

す
。

　

企
業
は
製
品

販
売
を
行
っ
て
利

益
を
あ
げ
た
国
で

課
税
さ
れ
る
の
が
国
際
的

基
本
原
則
で
す
。
税
逃
れ

対
策
の
一
環
と
し
て
、
子

会
社
情
報
を
記
載
し
た

国
別
報
告
書
を
税
務
当
局

に
提
出
す
る
措
置
が
決
ま

ア
ッ
プ
ル 

日
本
で
税
逃
れ

　

15
年
度
で
２
０
０
０
億
円
に
も

核兵器禁止条約早期に

ノーベル平和賞受賞者ら
　　　　　　　世界へ発信

動
す
る
と
き
だ
。
核
兵
器

を
禁
止
し
、
廃
絶
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

る
と
と
も
に
、
核
保
有
国

の
首
脳
の
中
に
「
核
兵
器

使
用
に
つ
い
て
無
責
任
な

発
言
」
を
し
た
り
、「
核

兵
器
の
性
質
に
つ
い
て

驚
く
ほ
ど
の
無
知
」
を
示

し
た
り
す
る
者
が
い
る
と

し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
や

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
暗
に

批
判
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
る

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案
（
労

働
基
準
法
改
悪
案
）
に
反

対
し
、
実
効
性
あ
る
長
時

間
労
働
規
制
の
実
現
を
求

め
て
10
日
、
労
働
者
や
弁

護
士
、
過
労
死
遺
族
ら

３
５
０
人
余
が
衆
院
議
員

会
館
で
集
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

日
本
労
働
弁
護
団
の
棗

な
つ
め

幹
事
長
は
、
政
府
が
残
業

時
間
の
上
限
と
し
て
月
80

時
間
〜
１
０
０
時
間
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
「
過

労
死
の
労
災
基
準
に
該
当

す
る
時
間
を
設
定
し
て
ど

う
す
る
の
か
」
と
厳
し
く

批
判
。

　

過
労
自
殺
で
息
子
を
亡

く
し
た
父
親
は
、「
協
定

を
結
め
ば
、
月
１
０
０
時

間
残
業
さ
せ
て
も
、
企
業

が
罰
せ
ら
れ
な
い
」
と
、

現
在
の
規
制
の
在
り
方
を

た
だ
し
、
政
府
の
「
働
き

改
革
」
が
通
れ
ば
、
ま
た

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

般
公
開
に
安
倍
政
権
は
反

対
し
、
ア
ッ
プ
ル
社
な
ど

の
税
逃
れ
を
許
し
て
い
ま

す
。

　

情
報
を
一
般
公
開
さ

せ
、
ア
ッ
プ
ル
社
に
公
正

な
税
負
担
を
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

く
非
難
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子

日
本
代
表
「
ス
マ
イ
ル
ジ

ャ
パ
ン
」
が
平
昌
五
輪
出

場
を
決
め
る
。「
２
大
会

連
続
３
度
目
の
出
場
だ
」

「
よ
く
や
っ
た
。
筋
ト
レ

効
果
の
よ
う
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
梨
沙
羅
、
ジ
ャ
ン
プ

実効性ある

長時間労働の規制を

　労働弁護団などが院内集会
　連合・全労連、各党が参加

息
子
の
よ
う
な
過
労
死
を

出
す
こ
と
に
な
る
と
訴
え

ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
連
合
、
全

労
連
、
全
労
協
の
代
表
が

決
意
を
表
明
。
日
本
共
産

党
、
民
進
党
な
ど
の
国
会

議
員
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

米
国
以
外
で
税
負
担　

12
年
間
１
〜
６
％


